
 

 

 

令 和 元 年 年 1 1 月 1 1 日 

海 上 保 安 庁 

 

本年度も『荒天時の走錨等に起因する事故の再発防止に係る有識者検討会』を開催 

 

 

 

 

 

 

１．目的 

本年度の検討会においては、検討会報告書（平成３１年３月）を踏まえ、各海

域において検討・実施された対策について、今期の台風シーズンにおける有効

性・妥当性等について検証を行い、次期台風シーズンに向けた各海域における対

策の検証等に繋げるため、年内を目途に検討成果を取りまとめます。 

 《参考：荒天時の走錨等に起因する事故の再発防止に係る有識者検討会》 

平成３０年９月４日、台風２１号が大阪湾付近を通過した際、荒天を避けるために錨泊

していたタンカーが走錨し、関西国際空港連絡橋に衝突したことにより、同空港へのアク

セスが制限されるなど、人流・物流等に甚大な影響が発生。このため、昨年１０月に本検

討会が設置され、荒天時の走錨等により、船舶交通の安全や重要施設の存続に甚大な被害

をもたらすような事故の再発防止策に関する報告書を本年３月に取りまとめ。 

 

２．検討会メンバー 
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３．開催日時及び議事等 

日 時 令和元年１１月１３日（水） ９：３０～１１：３０ 

場 所 中央合同庁舎３号館１１階海上保安庁会議室 

議 事 

（１）検討会報告書（平成３１年３月）を踏まえた対策（報告） 

（２）今期台風シーズンにおける対応の総括 

（３）次期台風シーズンに向けた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猛烈な台風などの影響により、これまで経験したことのない規模の災害が続発し

ており、迅速かつ的確な対応が必要となっています。 

海上保安庁では、本年度も本検討会を開催し、今期台風シーズンにおける対応等

を踏まえ、次期台風シーズンに向けた検討を行います。 



荒天時の走錨等に起因する事故の再発防止 

に係る有識者検討会委員・専門委員名簿 

（敬称略 五十音順、◎座長、○副座長） 

１ 委員  

◎河野
かわの

 真理子
ま り こ

   早稲田大学法学学術院教授 
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 佳世子
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   早稲田大学大学院法務研究科教授 
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 弘子
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    キャスター、千葉大学客員教授 

庄司
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 博喜
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   海上保安大学校名誉教授 

若 林
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 伸和
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   神戸大学大学院海事科学研究科教授 

２ 専門委員 
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 弘司
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    （一社）日本旅客船協会安全対策検討委員会委員 
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 敏弘
としひろ

  全国漁業協同組合連合会常務理事 
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 弘樹
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   （一社）日本船長協会会長 
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   全日本海員組合中央執行委員 

土肥
ど ひ

 晴司
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   日本内航海運組合総連合会環境安全委員 
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   日本水先人会連合会会長 
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むらせ

 千里
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   外国船舶協会専務理事 
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